
 

 

平成 22 年第 8 回（12 月）出雲崎町議会定例会 

一 般 質 問 

平成 22 年 12 月 7 日（火）午前 9 時 30 分開議 

順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

１ 

 

仙海 直樹 議員 

（一問一答） 

 

①消防団員の確保について 

近年、若い世代の減少や個々の考え方などの理由から

消防団員の確保が難しくなってきておりますが今後

の消防団員の確保についてお聞きします。 

②消防団員の定数の見直しや分団・部の再編について 

地域の事情により欠員が出たり、自分の次に代わる人

がいないため、いつになったら退団できるのか心配と

の声が聞こえますが、定数の見直しや分団・部の再編

についてどのようにお考えか。 

③機能別消防団員制度について 

 近年人員不足の影響で特定の役割や活動・災害種別に

のみ活動する機能別消防団員制度が期待されている

が、当町のお考えをお伺いします。 

 

２ 

 

中野 勝正 議員 

(一括質問) 

 

○観光のまちづくり 

 

北海道の豊浦町は海と山と自然に囲まれた農林漁

業を基幹産業として人口約 4500 人位で第 1 次産業の

町で、田舎で学ぼう！ふるさと民泊体験を行政が協力

してコーディネート・着地型観光、NPO 法人自然体験

学校が中心になり事業をすすめている。 

この事業は総務省、農林水産省、文部科学省の３省

連携事業である。 

この事業を当町として考えられるか町長の考えを伺

います。 

町の協力なくしてやりにくい。 

 



 

 

順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

３ 

 

宮下 孝幸 議員 

(一問一答) 

 

○スクール・グリーンニューディールについて 

 

昨今の異常気象は、地球環境の悪化からと言われて

おります。国を挙げての取組みが成されているところ

ですが、見附市では本年度、国の補助事業を活用し、

全市１３校に太陽光発電システムの設置を致しまし

た。 

９月１６日より全校の通電が開始され、その最大電力

量は１９５ｋＷで、全学校使用電力の約１５％を賄っ

ていると言う事です。国庫補助率は、２０ｋＷ未満の

機器設置に対して、１ｋＷ当たり１２０万円の補助が

受けられるとの事です。２０ｋＷ機器の設置費用は見

附市の場合、２,５００万円程だそうで、つまり、費用

の凡そ９割が国の補助金を使い設置が出来ると思われ

ます。子供たちに自然環境への関心を持たせる教育的

観点からも有効であり当町も取組みを検討すべきと思

いますが､見解を伺います。 

４ 

 

諸橋 和史 議員 

(一問一答) 

 

①今夏、基盤整備の要望等が稲川集落からありました。

その他、市野坪、田中集落等から声が上がっています。

町長はどうお考えでしょうか。 

②他の市町村では土地改良区があり、職員が取りまとめ

100％の参加を目指しており、我が出雲崎町では農家が

取りまとめたものを町行政が執行している。非常に農

家の負担が大きい。町行政職員で土地改良区職員の動

きができないものか。 

③今進めている中山間地規模では対応できるものでは

無い。どう進めていくものか聞かせて欲しい。 

④今までに出雲崎町は 53～54％程度の基盤整備しか行

われていない。また、180ｈａ程度の無整備地が残って

いる。大型の基盤に手を付ける事は無いのか。（21 世

紀型担い手育成） 



 

 

順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

５ 

 

三輪 正 議員 

(一問一答) 

 

○住宅リフォーム助成制度の実施について 

 

  景気低迷、公共事業の大幅削減により町の経済、雇

用に大きなウエートを占める建築業者は苦しい状況

であります。 

  町経済の活性化を図るため助成制度の積極的な実

施が必要であると考えるが、町長の考えを伺います。

６ 

 

田中 元 議員 

(一問一答) 

 

①北国街道の街並景観が薄れつつあります。現在の海岸

地区について景観をどのようにして維持していくの

か行政の考え方を伺います。 

 

②街並みの活性化は観光客の流入によるにぎやかさが

一番と考えます。気軽に立寄れる場を増加させるため

の行政と町長の私見を伺います。 

 


